
 東北ハイテク研究会セミナー  

スマート農業実証プロジェクトにおける 

経営データの有効活用の方向 

（集めた経営データをどう活かすか） 
 

 セミナー開催の狙い    

 

 スマート農業実証プロジェクトは、これまで全国 202 地区で実証農家の圃場や施設で実施されてきま

した。このプロジェクトで実施されたスマート農業技術の導入効果に関わる経営データは、一元的に農研

機構に集められ、スマート農業導入による経営的な効果の評価、さらなるスマート農業技術の開発課題の

明確化、スマート農業技術の導入を検討しようとしている農家への適切な判断情報の提供等の相談システ

ムの開発などに活用される予定です。 

本セミナーでは、農研機構本部でスマート農業実証プロジェクトにより集積された経営データの分析を

中心的に実施している松本ユニット長に、その利活用の現状と今後の活用方向について話題提供をいただ

きます。また、超大規模経営を展開する実証経営体の持続的な発展のために実証プロジェクトで集積した

経営データの有効活用を生産者と一緒に検討してこられた東北農研の宮路グループ長補佐に、実証経営に

おけるスマート農業技術の導入効果と経営データの有効活用の実態について報告いただく予定です。 

なお、本セミナーはスマート農業に関わる多くの方々に貴重な情報を提供したいという強い思いから、

Online での開催としました。また、活発な討論のための時間も確保しました。 

多くの方々の参加をお待ちしております。 

 

 開 催 催 日 等    

 

日  時：令和４年８月 30 日（火）  １3：15～１5：３０ 

開催場所：オンライン開催（Zoom(ウエビナー)によるライブ配信） 

参 加 費：無料 

主  催：農林水産省 農林水産技術会議事務局 研究推進課産学連携室 

     東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 

 

 ＜セミナープログラム＞    

 

主催者挨拶  東北ハイテク研究会                       13:15～13:20 

 

第 1 報告 スマート農業実証プロジェクトで得られた経営デ－タをどう活用するか 

（国研）農業・食品産業技術総合研究機構 企画戦略本部 農業経営戦略部  

営農支援ユニット ユニット長 松本 浩一 氏           13:20～14:05 

 

第 2 報告 超大規模実証経営体におけるスマート農業技術の導入効果と経営データの有効活用の実態 

（国研）農業・食品産業技術総合研究機構 東北農業研究センター 緩傾斜畑作研究領域 

生産力増強グル－プ グル－プ長補佐 宮路 広武 氏         14:10～14:55 

 

質疑討論   司会：東北ハイテク研究会 事務局長 門間 敏幸          14:55～15:30 



  申 込 方 法 等    

 

・当日までに、下記の申込フォーム（URL）からお申し込みください。 

  

 URL： https://us06web.zoom.us/webinar/register/WN_SvcEo77dTfW4QMmlejfx2g 
 

※ お申し込みの方への登録完了メールは、申込フォームにご記入の「名」宛てで返信されます。 

  これは、Zoom ウエビナーの設定上のことですのでご了解願います。 

 

問い合わせ先 

東北地域農林水産・食品ハイテク研究会 事務局（藤井） 

 〒020-0198 岩手県盛岡市下厨川字赤平４ 東北農業研究センター内 

 TEL：080-2806-9926 

  E-mail：tohoku-hightech@@kej.biglobe.ne.jp（ご使用時は、@を 1 ヶ削除願います。） 

 

 

・本セミナーは、農林水産省が実施する「知」の集積による産学連携支援事業により行われるものです。 

 


